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冒

員
紆

ぐ
く
ζ

に

就

き
.
て

三

・完
)

財

部

静

治

四
.

h

「

甲

右
.の
政

璽

に
基

づ
く

不
半

は
、
和
蘭
國

内

に
行
渡

れ

る
よ
り
.
牙

≦
犀

は
之

を
鎭

む

る
た

め
、

一
六

五
四
年

七
月

二
十
五
日

に
、
有
名

な
る
始
末
書

O
民
・
亀
①
を
官

交
書

ご
し

て
弘

布
し
、
和
蘭

共
和
制

の
憲
章

及
基
本
箴
言

に
.

關
す

る
氏

の
見

解
正
し

き
こ
ご
を
立

讃
せ

ん
ε
し
た
り

、
同
交

書

は
分
権

蕪

の
政
略
及
見
解

を
、
吐
露

せ

る
も

の
こ

し
て
根
撮

、取
も
確

か
な
る

を

含
む
か

π
め
に
、極

め
て
興

多

く
、
文

豆
要
な

り
`
せ

ら
る
、
頁

数
百

以
上

に
及

ふ
も
、

主
要

の
論

黙
は
、

二

つ
に
過

ぎ

愚
る
も

の

、
如

し

、
和

蘭
州

か
州

聯
盟

に
謀
ら
す

、
軍
畑鞠
に

ク

ロ
ん
ウ

エ
ル
ε
講

莉
條
約

を
結

ひ
、

か
く
て
叉
和
蘭
共
和
國

の
憲
法

を
、

攣
更

せ
ん

こ
し
て
、
探

れ

る
行
動

は
、
適

法
だ
b

ε
主
張

す

る
は

そ
の

一
た
り
、
國
民
的
集
灌

の
唯

一
威
力

た

る
、
総
督

の
制
度

を
腹

ぜ
る
は
、
有

益
な
り

ε
主
張
す

る
こ

ε
そ

の
二
た
り
、
今
梢
仔
細

に

そ
の
内
容

を
繹

頗
る
に

、
初

め
の
部

分
に
於
け

る
第

二
乃

至
四

章
中

α
ゆ
≦

暮

ば

和
蘭

州

こ
し
て
、
.オ

レ
ン
ヂ
家

を

一
切

の
官

職

よ
り
排

斥
す

る
も

、
そ
は
相
當

の
理
由

あ
b
、
之

か
排
斥

策

の
歩

を
進

め
た

る
は
、
ウ

ト

レ
ヒ
ト
の
聯
盟
協

約

に
、
反
す

る

こ
ε
な

き
を
、
立
讃
せ

ん
ε
し
、
疎

い
て
第
五

乃
至
十

一
章
中
、
各
州

は
各
別

に
諸
外
囲

ピ
、
商
議
す

る
の
資

格

め
り
、

さ
れ
は
昏
州

か
私
に
爲

せ
る
談
劉

を
、
聯
盟
諸

論

説

一pロ
山o
♂く
洋

に
就
き
て
(二
・完
)

第
+
巻

(第
六
號

三
三
)

七
五
七



論

説
.

喜

脅

蓼

マ
続

き
て
三
垂

簾
+
巻

露
六
號

三
四
)

七
五
八

州
通

知
す

あ

異
な
し
、
從

ひ
て
天
和
開
州
か
、
・
・
ム
ウ
、
窓

排
斥
條
項
を
密
約
せ
る
は
正
雀

し
て
、
、

叉
そ
の
行
動
は
違
憲
た
ら

さ
る
こ
ピ
を
主
張
せ
り
、
始
末
書

の
第
二
部
は
、
国
民
的
組
織
及
政
府
の
途

に
よ
れ
る

國
艮
的
及
行
政
的
統

一
の
弊
害
曝
露
及
非
難

ご
國
家
の

=
兀
酋
存
す

る
こ
ε
に
俘
ふ
、
諸
危
険

の
説
示
嘘
に
蓋
さ

れ
、
か
く
て
專
Y心
総
督
制
を
攻
撃

し
、
敢
然
政
治
家

に
よ
り
支
配
さ
れ
、
・從

ひ
て
何
等

の
行
政
的
首
領
を
戴

か
さ

る
、
」
自
由
共
和
国
を
稠
揚
し
た
り
、
假
令
は
第
二
部
第
三
草
中

に
は
、
歴
史
的
事
實
に
反
し
て
、「
和
蘭

に
於
け
.

蕩

権

か
賢

政
治
家

に
よ
b
惹
起

さ
れ
す

し
て
、
個
の
統
治
者
に
よ
り
惹
起

さ
奉

り
」
差

暖

し
、
第
四
章

に
は
叉
歴
皮
的
事
實
及
眞
理
に
反
し
、
.「
排
斥
條
項
な
か
b
せ
は
、
英
和
両
蘭

の
戦
争

は
、
持
続
せ
し
な
ら
ん
」
ご

激

へ
、　
第
五
章
仲
龍
は

「
右
の
排
斥

か
一
例
人
馬
も
有
害
な
■ら
す
し
て
畠
萬
人
艦
有
利
な
b
、

一
切
自
由
、属
主
剤
.

に
あ
b
て
倣
↓
.高
官
は
之
に
最
も
適
せ
ろ
人
に
、
與

へ
.ら
・る

へ
け
れ
は
な
り
」
.ε
主
張
せ
b
、
r
史
上
通
有
の
事
實

.

に
よ

る
に
、
政
治
家
の
間
國
家
の
最
高
官
職
に
就
か
ん
ご
す

る
の
競
争
め
乃
か
た
め
に
、
舌
の
天
才
よ
b
為
、
専

門
知
識
を
要
す

へ
き
、
諮
官
職

を
魔
得

へ
.き
者
馬
「
最
適
任
者
」
に
存
せ
す
し
て
、最
良
の
演
説
家
、
.最
も
無
遠
慮
な

る
陰
謀
家
π
る
に
至
ら
し
む
、
.惟
ふ
に

留

≦

洋
統
治
時
代
の
、
歴
史
を
辿
b
行

か
は
、
政
蕪
政
治
家
か
そ
の
欲

す

る
儘

に
、
振
舞
.ふ
.の
自
由
あ
b
港
巴
、
す

へ
き
程
度
に
於
て
の
み
、
自
由
な
り
し
和
蘭

の
自
由
民
主
制
に
あ
り

て
も
.
高
官
に
任

せ
ら

れ
し
者
、
鼓
適
者
泥
ち
す
し
て
、
最
不
適
任
看
た
り
し
こ
ざ
を
示
さ
ん
。

さ
れ
ε
政
治
家

ξ
し
て
の
彼
.か
生
涯
を
、.此
以
上
に
零
繹
す

る
は
、
本
編
の
目
的
上
必
要
な
ら
す
、
寧
ろ
そ
の
目
的
上
注
意
す

へ
き

1

O



、

馳

は
、
前

記
の
講

和
結

は

れ
た

る
後

、
而

蘭
州

の
諸
政

治

家
は

、
そ
の
傳
統

の
政

綱

に
患

に
し
て
、
彼

等

か
所
鵬

せ

し
商
人
階
級

に
有
利
な

る
、
功

利
主
義

の

一
政
策

を
踏

襲

し
、
五

分
利
公
債

を
四
歩
和

に
借

替

へ
、
税
摩

を
軽
減

し
、
種

々
の
仕
方

に
て
國

の
貿
易

を
助

長
せ
り
、

か
く

て
和
蘭

の
繁
昌

は
、
間
も

な
く
恢

復

さ
れ
た

る
も
、
同
国
政

.
治
家

か

、
ζ

そ

の
努
力

を
翠

け

て
、
商

工
業

の
獲
達

に
集
注

せ
し

め
し

ょ
b
、
國

の
防

備
力

は
少

し
も
顧

み
射
れ

す
、
英
蘭

こ

の
悲
鰺

な
.る
戦
争

は
写
忘

失

さ
る

、
の
幾

め
り
し

に
當

b
噂
恰
も
本

編

の
初
に
暴
け

し
、
著
書

の
前

身
だ

・

与
、
和
蘭

ご
し
て
英

佛

の
競
争

に
封
し
、
そ
の
國

を
防

ぎ
得

へ
き
は
、
重
商

主
義

の
採
用

に
限

る
ε
の
、
見
解

を
探

ザ

し

オ

レ
ン
ヂ
家
擁
護

者
を
攻
撃

せ
し

一
著
書
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興
O漕

ぐ
窪

=
O
目
雪
匹
O
h
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9

0コ
匹
窪

く
雪

田
自
署
勢
-≦

色
く
出
際

覧

畠
o
o
「
ぐ
・
ユ
・
閏
・
目α
α
悼
(和
蘭
の
利
益
一
.屑
和
蘭
繁
榮
の
原
因
に
就
い
て
)
著
は

さ
れ

た
る

こ
ご
な
一ザ
。

五

・

右

の
著

書

に
於
け

る
著

者

の
匿
名

く
。
伍
・
笛
,
は

、

雪
降
巽

牙

冨

∩
つ
ロ
蹄

(
「
六
一
八
一
八
五
)
の
略
な

り
、
∩
o
焦

は

訂

旨

。⇒

に
生

れ
、
法
律

を
學

へ
る
後
、
父

を
襲

ひ
て
製
布

業
者

だ
b
、
和
蘭
州
議
會
議

長

ε
し

て
の

、号

ぞ

捧

の
部
下

ε
な

を

に
及

ひ
、

》
算
ミ
。壱

に
移

住

し
、

次

い
で

舟

乏
岸

か
オ

レ
ン
ヂ
家
擁
護
蕪

に
よ
り
顛
覆

せ
ら

れ
激
昂

せ
る
暴

徒

に
よ
り

、

へ
ー
グ
に
於

て
殺

さ
れ

た
る
翌
年

、
即

ち
.
一
山
ハ
七

三
年

に
、

ア

ム
ス
プ

ル
ダ

ム
に
移.

b

定
住

し
、

そ
の
死

に
至

る
迄
同
市

に
住

め
り
、
和

蘭

か
生
み
し
経
済

學
老
中

、
布

敷

の

一
人

`
し
て
、
敷

へ
ら

る

、
人

な

る
か
、
そ
は
兎

も
宵

ご
し
、
前

記

の
著

書
は

、氏

の
筆

に
な
れ
b

、最
初

に
引

き
し
英
書

の
原
著

》

曽
乱
Y

論

説

冒
"
飢ρ
芝
葺

に
就
看
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言
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ω
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α
8

(七
皐

の
鯉

あ
り
、
叉

毛

・
九
缶

隷

・、
し
て

藁

3
。
一.。・,
二
Φ
一
①
p
印
匹
①
尋

鼠

て
有

§
　。
ふ
)

は

、

注

意

深

さ

詐
爾

の
下
に
、
紆

芝
葺

の
著
書

に
擬

せ
ら

れ
セ
る

も
簿
實

は
書

く

こ
ご
極

め
て
尠

く
.

理
論
経
済

畢

の
範
園

に

筆

を
染

む
る
こ

`
な

か
り

し
、
氏

の
著

者

な
ら

て
、

前

記

∩
。
舞
[
の
著

書
、

そ
の
形
を
替

ヘ
セ

る
も

の
な

り
き

唯

二
書
共

に

α
Φ
輔
畔
.

の
意
を

汲

み
て
、
・書

か
れ

た
b

ε
信
ず

へ
き
理
由

あ

乃
を

以
て
、

實

際
財
政
縄
濟

問
題

及
政
治

に
關
す

る
、
滞

≦
律

の
意
見

を
伺
は

し
む

へ
ぎ
も

の
、
多

き
は
疑

を
容
れ

さ
る
亡
夫

に
、
氏

の
政

策
僻

　

講
論

に
富

め
る
、
・「
勧
蘭

の
利
益
」
の
草
稿

に
は

、
蔚

≦

犀

自
身
幾
多

の
場
所

に
、
脩

正
を
加

へ
、
叉

同
書
中

二

三

菱

け
は
、
α
・
≦

・・
に
よ
b
書

か
れ

し
は

、
疑

な

き
萎

な
り
、
嚴

治
。
辱

、、の
第
三
耀

五
美

章
就

中

初

め
の

一
章
中

に
は
、
氏
匹
財
政
策

の
十

分
な

る
辯
護

を
含

み
、
そ

の
當

時

一
億

四
千
萬

フ

ロ
ー
リ

ン
ス
に
上
れ

る
公
債

.

を

、
前

に
も

一
音

せ
る
如

く
、

一
六
五
五

年
五
歩

利

債
券

よ
b
、
四

分
利
債
券

に
借
替
た

る
を
辯
護

せ
画
、

か
く

て
節
約

さ
れ
π

る
金

額
は
、
債
務
銷
却

の
た
め

に
積

立
ら

れ
、
そ

の
銷

却
基
金

は
、
年

々
節
約

さ
れ
π

る
利
子

に

・
よ
り
増

大

さ
れ
、
四
十

一
年

に
し
て
全
債

務
を
完

済

す

へ
き
も

の
巴
せ
り

、r
今

少
し
く
右

二
書

の
内

容
を

、
瞥
見

す

る
こ
ご

・
せ

ん
か
。

而
書
は
和
蘭
州

か
過
去

に
於

て
、
世
界

中
最
も
富

強

の
國

た
り

、
将
家

に
於
て
も
亦
常

に
、
然

る

へ
き
意
立
竈

せ
ん
ざ
せ
b
、

そ
の
第

一
編
中

浄

一
國

に
於
け

る
翼

の
幸

幅

は
、
萬
民

の
繁
榮

に
あ
り
、
然

る
に
諸

君
主

の
利
盆

・

」

「

■



帆■

ε
す

る
所

.
臣

下

を
疲

弊
・せ
し

む
る
㎏
あ
り
、
民
主

的
統
治

者

の
利
益
は

、
富

裕
に
し

て
人

口
夥

し
き
、
諸
郡
市

を
樹

つ
る
に
る
b
.こ
の
、
見
地

よ
り
出
獲

し

つ

、
第

七
章

に
は
厭
洲

に
於
け

る
何
れ

の
國
も

、
和
蘭

の
如
く
、
交

6

易

に
適

せ
る
も

の
な
き
を
説

き
、
第
十

二
章

に
は
、
漁

業
及
交
易

の
全
部

ε
、

工
業
の
大
部

分
ご
、

和
蘭

に
移

さ

る
る
の
要

あ
り
、
從

ひ

て
荷
物

の
航
蓮

も
亦
然

b
ご
説

き
、
第
十

三
章

に
は

、

ア

ム
ス
ナ

ル
ダ

ム
か
英
傍
聞

に
於

け

る
、
他

の
諸

郡
市

よ
り
も

一
層

良
好

な

る
生
存
方

便

を
授
け
ら

れ
、
か
く

て
現

に

一
層
偉

大
な

右
.
交
易
都
市

.

π
り
、
痛

蘭

は
叉
世

界
未

曾

有

の
、
富
強

工
業
國

た
り

翫
和
蘭

人

は
交
易

上
、
殆

ん
ご

一
切

の
國
艮
を

、
大

洋
、

地
中
海

、
印
度

洋
及

バ
ル
チ
ソ

ク
海
よ
り
一、
駆

逐
せ

る
に
よ
b
、
彼

等
は
偉
大
な

り
、
實

に
世
界
を

通
し
て

、
唯

.

一
の
貨
物

運
搬

看

た
り

ε
説
け
b

。

英

の
航
海
條
例
行

使

さ
る

＼
に

至
り
、
英
国

の
貿
易

は
、
和
蘭

の
商

人
を
犠
牲

こ
し

て
、
大

に
増

大
し
た
り

、

か
一

て
愛

国
的

な

る
幾
多

の
和
蘭

人
は
、
脅
迫
的

な

る
英
聞

の
車

争
及
商

業
進
歩

に
謝
し
、
、驚
駭

の
念

を
懐

き
し

ょ
り
、
宥
め

両
書

は
そ

の
目
的

ε

し
て
、
和
蘭

州

の
鷹
揚

な

る
態
度

を
支
持

し

つ
天

愛

国
黙

、
国
民
統

一
蕪

の

聲
を
静

め
ん
ε
し
、
叉
あ
ら

ゆ
る

可
能
政

府
中

、
最
頁

な

る
も
の
に
よ
り
治

め
ら

る

、
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
共
和

国

中

、
最
頁

ε
す

へ
き
も

の
に
あ
り

て
は
、
事

々
.物

々
最

頁

の
事
蹟

を
、
黎

け

ん
ε
し

つ
.＼
あ

る
を
、
立
読

せ
ん

ご

せ
り
、

か
く

て
將
來
を

観

し
て
、
前
途

を
憂

ふ
る
者

は
、
幾

分

か
非

論
理
的

に
、
過
去

に
顧

み
て
、
融
く

へ
き
こ

ε
を
勤

め
ら

れ
た
り
、

か
C

て
第

二
編

第
九
草
中

に
は
、
英
蘭

か
由

来
全
く
農
業

に
よ
り
支

へ
ら
れ

、
如
何
な

る
、

海
⊥
灌

力
を
も
備

へ
さ
る

こ
冠
に

、
慣

れ
把
る
を
説
き

、
叉
和
蘭

か
世
界

の
商
業
及
海

運
上
、
過
去

に
於

て
第

一

輪

読

冒
自
画o
毛
茸

に
就
音
て
(二
・完
)

第
十
巻

{第
六
號

三
七
冒

七
六

一

●

」
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論
…
説

一Pづ
昌
O
<
『胃沖
に
繍励
・さ
で一(二
・山元
)

第
十
ぬ¢

(第
占ハ耀
馴

一二
入
)

七
⊥八二

.

の
國

た
り

、
從

ひ
て
叉
常

に
然

る

へ
き
を

立
讃

し

つ
、
、
.進

み
で

論

理
的

た
ら

さ
る

一
結

論
を
下

し
、
国
民

的
組

織

の
減
落

、
絡

督
制

の
塵
止
は
、
和
蘭

の
政
治

的
軍
事
蔚
勢

力
を

、
大

に
増

せ

る
こ
ご
を
立
詰

せ
ん
ε
せ
り
、
第

十

】
章

に
は
、

一
凋

裁
者
施
政

の
下

に
於

け
る
和
蘭

に
、
騒

動
及

争
圃
絶

え

さ
り
し
も

.
自
由
政
府

の
下

に
あ
め

て
は

、
諸
外
鼠

に
謝
し

、
従
前

よ
り
も

よ
く
、
.そ
の
國

を
防

衛

し
得

へ
し

ご
激

へ
、
.叉
第
十

三
章

に
は
、
莉
蘭

か
.

一
自
由

政
府

の
、
続

治
下

に
あ
る
聞
、
.極

め
て

よ
く

、
.諸
外

国

に
抵
枕

し
得

へ
し
ご
し
、
第
十

四
章

に
は
、
和
蘭

ε
し
て
そ

の
諸

都
市

に
、
砦

を
堅

め
さ
る
も
..
ウ

ト

レ
ヒ
ト
聯
盟

を
細

く
喝

の

一
事
あ

け
ε
せ
は
、
濁
力
克

く
世

界

の
、
あ
ら

ゆ

る
強
大

君
主

に
謝

し
.
そ

の
國
を
防

ぎ
得

へ
し
ざ
断

定
し
、
第
十
五
章

に
は
、
和
蘭

の
昏
大
蒲

市

か
、

そ
の
要
塞

堅
固
な

る
ε
否

ご
を
問

は
す

、
卦
よ

り
の
あ
ら
ゆ

る
勢
力

に
射

し
、
濁
力

そ
の
都
市

を
防
衛

し
得

へ
き
を
唱

ヘ
カ

リ
、

か
く

て
国
土

の
境

界

は
、
殆

ん

ご
何
慮

に
て

も
.

.河
海

の
瞼

に
よ
り
、
容

易

に
防
衛

又
占
撮

せ
ら

れ
、

か
く

て
和
蘭

は
守

備

の
立
場
を
守

る
限
り
、

そ
の
國
を

攻
撃
す

へ
き
、

一
切

の
外
團

ε
戦

ひ
得

へ
き
は

.

確

か
な
り
、
和
蘭

か
諸
事
情

に
、
相
當

の
注
意
を
注
(

限
b
、
彊

大

に
し
て
何

れ
の
國
よ
り
も

、
征
服

さ
れ

さ
る

へ
し
、
唯

英
蘭

に
よ

り
征
服

ざ
る

、
こ
ご
、
或

は
あ
り
得

へ
け

ん

も
、
そ
は
そ

の
国
民

か
自

ら
滅
落

を
畠
求

め
ん

ε
ず

る
場
合

に
然
ら

ん

ε
説
け
b

、

常
時

の
和
蘭
は

、

實

に
故

和
田
垣
博
士

に
よ
b
説

か
れ
し
如

く
、
「
四
海

の

富
を

】
國
に
収

め
、
.葡

を
倒

し
西
を
挫

き
、
英

を
抑
ゆ

た
る
和
蘭

も
、
勢

の

去

る

叉
如

何

ご
恕
す

る
能

は
す

」

(世
界
商
業
更
嬰
一
三
二
頁
参
邑

ε
す

へ
き
時

勢

に
向

へ
る
か
、

か

＼
る

時
運

に
際
督

し
、
要

路
政

治
家

は
、
右
.の
如

き

ゆ

熟
慮

せ

る
誤

解
及
欺
瞞

を
唱

へ
、
奢

る
者

久
し
か
ら

す

、
据
傲

の
精
神

か
、
没
落

の
前

に
來

る
を
、
悟
ら

さ
る

の

撒

あ
り

き
。

■



馳

」
∩
。
、
暑

の
著
書

臓
、
量
の
著
者

の
後
ろ

に
隠

れ
π

る

留

を
録

ざ
、

そ
の
背

景

π
る
和
蘭

政
治
事
情

ご
に
、
照

℃
て
考
察
す

る
場

合
、
上
述

の
如
く
興
味

を
、
畳

え
し

む

る
も

の
多

き
も

、
そ

の
論
ず

る
所

、
自
ら

國
家

の
制

限

及
保
護

反
野

に
流

れ
、
経

済
自
由

主
義

を
鼓

吹
せ

る
黙

に
於

て
、

ス
ミ
ス
の

.一
先

駆
者

ビ
な

し
得

へ
き
も

硯
み
り

庸
、
そ

の
侃

解

に
よ
る

に
、
諸

産
業

は
政
府
後
見

の
下

に
苦

し
む

へ
く
、
生
産
者

の
利
益
も
、

消
費
者

の
利
益
'も

共

に
、
且

由
競
争

に
よ

り
、
最

も
よ
く
圃
ら

る

へ
し

ε

し
、
低
廉

な

る
貨

物

に
し
て
、
品
塑

虞
ら
く

は
劣
等

な

る

も
、

消
費
者

の
資
力

に
協

ふ

へ
き
も

の
を
.
作

る
の
自

由

に

っ
き
て
も
、
亦
撚
り

ご

の
確
信

を

、
立

読
す

へ
き
豊

富
の
材
料
を
獲
見

し
た
b
、
・
そ

の
需

用
物

に

つ
き
、
判

断

し
得

へ
き
唯

一
の
人
た

る
消
費
者

の
、
攣

化

し
行

く
趣

諌
及
好
街

に
、
生
産
者

こ
し
て
追
随

ル
得

へ
き
究

め
、

生
産
者

は
絶

対
自
由

た

る
の
要
め

り
、
制

限
規
定
は

そ

の

初

め
有
数

な
り
得

へ
し
ぜ
す

る
も
、
不
要
.ξ
な
れ

る
後

も
岱

永
く
、
改
廃

を
見
す

し
て
維
持

さ
る

与
し

、
.蓋

し

一

種
令

は
、

一
旦
制
定

逃
れ
ん
か
、
最

良
政

府
の
下

に
て

渇

、
亦
幾
多

の
弊
害

を
見

た

る
際

よ
限
り

丙
修

正

さ
れ
碍

へ
ぎ
を
以

て
な

り

ε
せ
り

、
∩
O
自
[
は

か
く
て
産

業

の
取

締
及
官
吏

に
よ

る
製
造

品
検
査

を
、
攻
撃
・せ

る
の
み
な

あ
す

、
あ

ら
ゆ

都
産

業
會
肚

の
凋
占

、
特

に
東

印
度
會

肚

の
凋
占

を
攻
撃

せ
b
、
是
等

の
會

砒

は
、
外
人

に
劃

し

て
國

民
を
保
護

し
、
仕

事
を
國
内
諾
産
業

の
掌
裡

℃
、

鋸

せ
し

め
ん
ε
す

ご
の
眉
實
下

に
、
そ

の
あ
ら

ゆ
る
同
地

よ
り
「
最
廉

至
瓦

の
貨

物
を
、
買

ひ
得

へ
し

ε
爽

見
す

へ
き
場
所

に
、
買

ふ

の
自

由
を
奪

ふ
、
彼
等

は
祉
曾

に
威

し
、
渡
世

の
途

を
獲
見
す

る

の
、
困
難
を
増

さ
し
む

る

こ
ご
に
よ
り
、
国
民

の
増

殖
を
阻
止

し
、
そ

の
権
利

の
限

界

に
欄

し
、
諸
種

の
面
倒
な

る
争
議

を
生

せ
し
め
、
結

局

は
之
に
よ
b
利

せ
ん
ε
せ

る
人

々
を
も

、
利
せ

さ
る
に

至
ち

ん
、
蓋

し
安
全
居

る
所

得
及
奢

侈

に
よ
ゆ

、
人

々

は
何
庭

に
て
も
、
懶

惰
、

浪
費

に
耽
り
、

叉
愚
鈍

ご
な

る

論

観

官

紆

≦

F

に
就
ミ
.

三

・
完
)

第
+
巻

(笙

ハ
號

一兎

y

圭

八
三

.
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餅Φ
≦
犀

に
就
き
て
(二
・完
V

第
+
櫓

(第
六
號

四
〇
∀

七
六
四

へ
き
を
以

て
な
り

ぜ
せ
り
。
而

も
爾

0
2
拝

は
産
業
自

由

を
、
自
由
貿
易

の
意
味

に
よ
り
主
張

せ
す

.
氏

は
勢
働

及
競
争

の
自
由

を
以
て
.
そ

の
本
圃

を
強
大
な
ら

し
む

る
の
、
最
良
策

ビ

し
て
推

せ
る
も
、
外

國
劔
造
品

に
劃
七

て
は

、
商
業

の
利
益
上

之
を

許
す
限

り
、
高

き
關
視

を

課
す

る
こ
ご

に
、
反
射

せ

さ
り

き
。

最

後

に
少

し
く
附
言
す

へ
き
は
、

畠
・
≦

・あ

小
冊

子

雲

・匪

:

碧

山
。

≦
国
p
・&
・

・
簿二

温

。昌
峠。
・
一口

嘆

o
℃
o
穿

Φ

片
雲

Hb

切
「Φ
具
。

(終
身
年
甜
低
価

の
計
算
)

か

、
、

一
六

七

一
年

に
出

て

し

こ

`

な

り

、

本

書

は
,氏

の

書

簡

集

以
外
、
公
衆

の
注
意
を
惹
け
る
も
の
な
る
か
、
同
書
中
終
身
年
金
計
算
の
方
法
を
示
し
、
そ
の
當
警

し
て
は
借

金
の

一
方
便

ピ
し
て
、
終
身
年
金
を
契
約
す
.る
の
、
有
望
な
る
を
説
明
せ
る
黙
に
勝
れ
π
b
、
そ
の
計
算
の
基
礎

、

は
、
第
三
歳
よ
b
初
め
て
、
同
歳
の
者
そ
の
後
五
十
年
生
存
す
る
の
蓋
然
激
は

け
忙

五
三
歳
の
者
、
荷
+
年
生

存
す

る
の
蓋
然
数
は

畿

"巳

六
三
歳

の
者
は

巌
ら

七
三
歳
の
者
、
省
七
歳
生
残
す
る
の
蓋
然
藪
は

試

一一
、
八
O

歳

に
し
て
、
死
亡
の
蓋
然
敷

け
↑
た
り
・ビ
す
る
が
如
き
、
假
定
を
土
塁
ε
し
セ
リ
。

自

大

内

に
封
レ
て
は
枇
會
政
策
、
外
に
封
し
て
帝
國
主
義
,し
は
、
世
界
大
戦
以
前
に
於
て
、
諸
国
の
政
治
を
、
或
は

濃
く
或
は
淡
(
、
左
右
し
把
る
思
想
な
り
し
ご
錐
も
、
戦
後
の
今
日
諸
国
の
思
想
中
に
は
、
内

に
謝
し
て
肚
倉
主

華

外

に
謝
し
て
聯
盟
主
義

ら
ん
手

る
の
、

思

潮
な
き
罪

す
、
此
間

に
庭

し
我
邦
の
内
外

に
於
け
る
、

事
は
漸
て
繁

か
ら
ん
ξ
し
て
、
施
設

一
歩
を
誤
ら
は
、
永
逡
の
禍
根
を
胎
す
も
の
な
し
ξ
せ
す

、
今
友
邦
史
上

一

政
治
秀

誓

を
詳
論
し
來
り
ギ
國
家
の
生
命
重
ん
す

へ
き
を
、
禦

示
し
得
守

喜

ぱ
、

一
片
の
骨
蓬

に

】
骨
・董

の
み

に
、
終
ら

さ
る
を
得

ん
か
。

〔完

)


